
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  貸衣装の譲渡 

Ｑ：私は婚礼衣装のレンタル業を始めまし

た。貸衣装については、数年間使用後、同業

者に譲渡することとしていますが、この場合

の所得は譲渡所得となるのでしょうか？  

 

Ａ：譲渡所得ではなく、貸衣装業の事業所

得として課税されます。 

【解説】 

 所得税においては、資産の譲渡による所得

は原則として譲渡所得として課税されますが、

この譲渡所得として課税される資産には、土

地や建物、構築物などの有形固定資産はもち

ろん、借家権や特許権などの無形固定資産や、

事業の業務の遂行上欠くことのできない重要

な減価償却資産も含まれるとされています。 

 ご質問の貸衣装は、その業務を遂行する上

で欠くことのできない重要な減価償却資産で

あることから、その譲渡は、譲渡所得になる

のではと思われるかも知れませんが、貸衣装

業の衣装類、パチンコ店におけるパチンコ器、

養豚業における繁殖用又は種付用の豚のよう

に、事業の用に供された後において反復継続

して譲渡することが通常であるものについて

は、営利を目的として継続的に行われる資産

の譲渡に該当することから、譲渡所得とはな

らず、事業所得として課税されることとなっ

ています。 

 したがって、貸衣装の譲渡による所得は、

事業所得の総収入金額に含まれることとなり

ます。  
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